
大学教育における
オープンデータ活用 

東京大学 大学院情報学環 渡邉英徳 

東京都オープンデータラウンドテーブル 



渡邉英徳 
● 2008-2018 首都大学東京（東京都立大学） システ

ムデザイン学部 准教授 

● 2018- 東京大学 大学院情報学環 教授 

● 情報デザイン・デジタルアーカイブを研究 



http://www.youtube.com/watch?v=ycaNC38mZFc




情報メディア基礎論 
● 東京大学 教養学部（前期課程）1・2年生対象 

● Sセメスター（4〜7月）オンライン授業 

● データビジュアライゼーション・デジタルアーカイブ

の実践を通して，情報とメディア・社会の関わりにつ

いて考える 



S1ターム（4〜5月）の成果物 

● ArcGIS Onlineを用いたオープンデータの可

視化 

 

● 探索型データビジュアライゼーションの実践 

● ウェブサイトで作品公開中 
● https://labo.wtnv.jp/2021/06/arcgis-online2021.html 

https://labo.wtnv.jp/2021/06/arcgis-online2021.html


受講生アンケート 

● オープンデータの利活用ニーズを探る 

● オープンデータの可視化を授業で実践した受

講生（約40名）対象 

 

 



特徴的なリクエスト 
● 都が公開している施設一覧などのデータに緯度・経度

情報を付与してもらいたい 

ジオコーディング（地名→座標変換）にはコストが掛か
る。予め付与して欲しい 
 

● 防災関連情報・芸術文化・公共交通機関の所在地 
etc.のデータ公開の要望 



学生のリクエストの重要性 

● データ利活用を実践した学生のリクエスト⇒ 

実体験に根ざしたリアリティ 

 

● 専門分野・文系理系を問わない一般教養の授

業 ⇒ 在学中・卒業後の多分野における利活

用の端緒となる 


